
明石市財政及び公共施設のあり方に関する検討会設置要綱 

（設置） 

第１条 本市の財政状況、今後の財政見通し、財政運営上の目標及び方針等を分か

りやすく説明したみんなでつくる財政白書並びに公共施設の配置適正化に向けた

明石市公共施設配置適正化計画の策定に当たり、有識者、市民等の意見を聴くた

め、明石市財政及び公共施設のあり方に関する検討会（以下「検討会」という。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 検討会は、次に掲げる事項について検討し、その結果を市長に報告するも

のとする。 

(１) みんなでつくる財政白書の策定に関すること。 

(２) 明石市公共施設配置適正化計画の策定に関すること。 

（組織） 

第３条 検討会は、委員１０人以内とする。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が選任する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 公募による市民 

(３) その他市長が特に必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長の職務等） 

第５条 検討会に会長を置き、委員のうち学識経験を有する者をもって充てる。 

２ 会長は、検討会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委

員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 検討会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、意見を聴くことが

できる。 

（庶務） 

第７条 検討会の庶務は、総務局財務室において処理する。 

参考資料２ 



（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、会長が

検討会に諮って定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、制定の日から施行する。 

 （招集の特例） 

２ この要綱の施行の日以後最初に開かれる検討会の会議は、第６条第１項の規定

にかかわらず、市長が招集する。 


